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 要 旨   
 アルコールは脂肪肝の主要因と考えられているが、適量飲酒の脂肪肝への保護効果を唱

える説もある。そこで日本人男性 9886 名でアルコール摂取パターンと脂肪肝リスクの関係

について調べた。質問票でアルコール摂取について調べ、摂取量を段階分けした（非飲酒

者 0、軽度飲酒者＜20、適量飲酒者 20-59、重度飲酒者≥60 g/日）。脂肪肝は超音波検査で調

べた。この結果、発症率は U 型カーブとなり、非飲酒者 44.7％、軽度飲酒者 39.3％、適量

飲酒者 35.9％、重度飲酒者 40.1％であった。脂肪肝の発症はボディマスインデックス（BMI）
指数、肥満関連疾患と正相関、アルコール摂取量と逆相関が見られた。脂肪肝発症率とア

ルコール摂取頻度（1 ヶ月で 21 日以上）には逆相関が見られたが、摂取量には見られなか

った。持続的なアルコール摂取が脂肪肝に対して保護効果がある可能性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




